巻頭言 by 金戸 宏
巻 頭 言
病 院 長
金 戸 宏 行
1
室蘭病医誌（第 42 巻 第⚑号 平成 29 年⚙月)
2017 年、相変わらず隣国では核開発、長距離弾道ミサイルの発射実験などが行われ、騒がしい状況が続いて
います。「日本の安全は確保されているのだろうか？」などと不安に思うのは私だけではないかもしれません。
我々病院従事者は患者さんの「生」を「病」から守る（安全を確保する）ことを仕事にしています。決して隣国
から国民を防衛する役目ではありませんが、「病」に関しては国民の安全確保の一部を担う仕事をしていると言
えるのかもしれません。その仕事現場である病院にはどういった歴史があるのか、簡単にではありますが当院
の歴史を紐解いてみました。当院は明治⚕年（1872 年）に現在の崎守に開設された官立の診療所が前身であり
ます。今から 145 年前にあたり、室蘭港開港と同年であります。その後、現在の西小路町坂下に移転し室蘭病
院となり、移後は管轄の変更等により室蘭出張所病院、室蘭病院出張所、札幌病院室蘭出張所、公立室蘭病院と
改称を繰り返しました。明治 31 年（1898 年）に常磐町に新病院として移転したのちに町立室蘭病院、区立室蘭
病院と改称して、大正 11 年（1922 年）の市制施行により市立室蘭病院と称するようになりました。昭和 26 年
（1951 年）に火災で院舎を焼失しましたが再建し、昭和 33 年（1958 年）には現在の名称である市立室蘭総合病
院と改称し 59 年が経過しました。平成⚙年（1997 年）に山手町に新築移転し今年で 20 年が経過し、現在の病
院は晴れて成人を迎えることとなりました。⚕年後には開院 150 年という大きな区切りの年を迎えます。それ
は室蘭港開港 150 年・市制施行 100 年にあたり、まさに室蘭の歴史とともに歩んできた病院であることを改め
て認識するとともに、その輝かしい歴史を汚すことなく、職員一同で新たな歴史を刻んでゆきたいと思ってお
ります。
さて市立室蘭総合病院医誌はこのたび 42 巻の発行となりました。今年は⚕編の臨床研究報告と⚓編の症例
報告、病理解剖症例概要、CPCをはじめ、各種院内研究会・研修会記録、各部署の業務活動報告、年間業績集
などが掲載されております。日常多忙な医療業務をこなしている若手医師や臨床研修に励んでいる研修医から
の論文が多くを占め、その指導を取られた諸兄の努力に敬服いたします。今後も本誌が若手医師たちにとって
登竜門的な役割を担ってゆくこと、またベテラン医師からも活発な投稿がなされることを期待します。最後に
なりますが、多忙な診療活動の中で執筆を担当された職員の皆様と本誌発行にご尽力いただいた編集委員の皆
様に深謝いたします。
